
中学校部活動の地域移行に関する
スポーツ関係団体への
アンケート結果（速報値）
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スポーツ関係団体向けアンケート

実施時期 令和５年７月２８日（金）～８月８日（火）

実施対象

実施対象（１４団体）
・市ソフトボール協会 ・市バドミントン協会
・市バレーボール協会 ・市陸上競技協会
・市サッカー協会 ・市体操協会
・市テニス協会 ・市ソフトテニス協会
・市バスケットボール協会 ・市卓球協会
・市野球連盟 ・市柔道協会
・市剣道連盟 ・市水泳連盟

実施方法 郵送による書面アンケート

回答数
（回答率）

回答状況（１４団体中１０団体回答：回答率７１％）
・市ソフトボール協会 ・市バドミントン協会
・市バレーボール協会 ・市陸上競技協会
・市サッカー協会 ・市体操協会
・市テニス協会 ・市ソフトテニス協会
・市バスケットボール協会・市卓球協会
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問１

問２

40%

30%

10%

10%

10%

部活動が学校から地域等に移行することについて、

どう受け止めているか

関わることを検討したい

関わることは難しい

積極的に関わりたい

関心がない

その他

【その他の回答】

地域移行という言葉が一人歩きしているが、地域の受け皿

は全然できていない状態であり、まず、地域の受け皿を整

備してから地域移行を検討すべきと考えている。県や市か

ら連盟に対して具体的にどんなことをして欲しいのか現時

点になっても具体的な依頼が無い。

50%

20%

20%

10%

指導者として中学生の活動を指導できるか

指導できない

指導できる、指導できる可能性が

ある

指導できるか可否を検討中

わからない・現時点で検討してい

ない
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問３

問４-７

問４-１

4

2

2

1

1

1

0 1 2 3 4 5

指導者の確保や調整が難しい

指導の専門性が担保できない

活動場所の確保が難しい

自分たちの活動で忙しい

生徒を預かる責任の担保ができない

その他

指導できない理由（3つまで選択）

【その他の回答】

・仕事上無理

・連盟の関係者は、まだ現役の方が多く、且つ、指導よりも自分の活動が忙しく中学生の指導ができるよう

な人材がいない。

・中体連からは、地域団体として登録するためには、公認コーチ1という資格を持った指導者が必要と言わ

れているが、そんな資格を持っている関係者がいないため、今後資格取得が必要になるが、取得には5万円

程度の費用が必要で、且つ4年毎に更新する必要があり、この時も費用が必要になるが、県や市からはこれ

らに関する補助等の話もなく、押しつけるだけで無責任な対応としか思えない。

50%

16%

17%

17%

指導する場合の指導対象

競技・レクリエーション志向の両方、ま

たは区分しない

検討中

わからない

その他

【その他の回答】

・現在は、我々が指導している生徒が市内大会でい

い成績を残しているため、ソレを聞きつけて希望者

は全て（定員まで）受け入れている。
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問４-２

問４-３

33%

33%

17%

17%

中学生を指導する場合の活動方法

検討中

わからない

団体内に中学生の部を作り、所属員とは別に

活動する

その他

【その他の回答】

・加盟団体のほとんどが、まだ自分達の技術レベルを向上させるために頑張っている選手が多く、中学生等の指

導をして頂けるような状況にない。

・私の知る限りでは、市内には中学生のみを指導しているのは、私も指導者として活動している1団体しかなく、

指導者の人数(3名)やコートの都合等から20数人程度が限度な状態です。

5

5

4

2

1

1

1

0 1 2 3 4 5 6

責任の所在

活動場所の確保

ケガなどの保険対応

生徒・団員同士のトラブル対応

指導内容・指導方法

苦情対応

その他

中学生を指導する場合、心配と思われること

（複数回答可）

【その他の回答】

・令和8年度から部活動が一斉に廃止された場合、現在の800人の部員の受け皿（指導者、コートが不足）がないた

め、テニスをしたいと思っている学生を指導できなくなる日が来るのではないかと心配している。

・現在、私が指導している中学生は、平日は中学校で練習し、日曜日のみ地域団体で練習しているためある程度の

技術レベルを確保できていますが、部活動が廃止され現状の1回／週の練習では、とても現状の技術レベルを確保す

ることは困難になると心配しています。
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問４-４

問４-５

33%

33%

17%

17%

中学生を指導する場合の受け入れ可能人数

10～20人程度（各学年4～6人）

わからない

20～30人程度（各学年10人弱）

検討中

【理由】

・指導者や場所など、資源がどれぐらい確保できるか不明のため。

・競技性から２学年で12～14人程度が適切

・ソフトテニスの場合は、コートが必要になり、且つ1コートに入って練習できる人数が制限されるため、現在

20数人を3人の指導者で3面のコートを使用していますが、現状がギリギリと思われます（指導者人数および

コート面数確保）

40%

20%

20%

20%

中学生を指導する場合の活動日

わからない・現時点で検討していない

土日のみできる

平日・土日どちらもできる

できるかどうかの可否を検討中
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問４-６

問４-７

60%20%

20%

中学生を指導する場合の活動地域と活動場所

わからない

学校を使用できるなら市内全域で活

動可能

検討中

83%

17%

使用する器具・道具の会場への運搬

会場となる施設（学校等）にある

ものを利用したい

その他
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問４-８

33%

33%

17%

17%

中学生を指導する場合、あるとよい市の支援

会場使用料の減免

活動場所の優先的使用

会費等の補助

その他

【その他の回答】

・ソフトテニスでは、中体連から地域移行に伴い団体として登録する場合は、公認コーチ1という資格が必要だと言われています

が、県や市は地域移行に伴う指導者に対して同様の資格保有等の条件は無いのでしょうか？競技に対する技術力があれば、指導者

としての資質（講習受講等による指導者としての資質取得等）が無くても問題ないのでしょうか？もし指導者としての資格が必要

なら、コーチ資格取得費用の補助もお願いしたい。

・現在の中学校の先生ですら生徒を指導するのにコーチ資格が必要ないの、なぜ、地域移行になるとコーチ資格が必要になるの

か、理由が分からない。あればいいのは理解できるが、資格取得や4年での更新等で相当の費用負担が必要になるので、できれば

地域移行に伴う指導者に対して資格要件を無しにして頂きたい。また、中体連に対してもコーチ資格が不要になるように指導して

頂きたい。

・指導者になるためのコーチ資格要件が指導者不足の原因でもある可能性もあるので、地域移行に伴う指導者に対して資格取得を

要件にしないようにして頂きたい
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問５

・地域団体もボランティアではできないので、会費を生徒から頂くようになりますが、

家庭でも金銭的に余裕のある家庭の子供はやりたいスポーツができますが、金銭的に余

裕が無い家庭の子供は、スポーツがやりたくてもできなくなる可能性もありますが、義

務教育である中学校でそんな差別が発生してもいいのでしょうか？心身ともに鍛練でき

る大切な機会を中学生から奪うことについての議論等がなされているのでしょうか？

もっとクラブ活動の必要性や廃止することによるデメリット等について、先生方の働き

方改革だけの議論ではなく、部活動廃止によるメリット・デメリット等も含めて、総合

的に議論をして頂きたい。

・部活動がなくなると、まっすぐ家に帰って勉強する子供ばかりではなく、特に共稼ぎ

の家庭等では、家に帰っても誰もいなければ、授業が終わって遊んで帰る子供も増え、

不良に走る子供も増える可能性もあるのではないかと思います。

・中学校の先生の働き方改革が部活動廃止というのは、あまりにも短絡的過ぎると思い

ます。『ゆとり教育』の二の舞になるのではないでしょうか？車による交通事故が多い

から車を世の中から無くしてしまうというような乱暴な対策と同じ様にしか思えませ

ん。部活動を廃止することによるデメリット等についての議論はされているのでしょう

か？部活動を廃止せずに先生方のサービス残業等を無くす方法等についてもっと検討す

べきと思います。

・現在、山口市内にはソフトテニス部員が800人程度いますが、これが令和8年度に一斉

に部活が廃止されたら、彼らはどこに行くのでしょうか？地域移行と簡単に言われます

が、現実的に対応可能と思われているのでしょうか？もし地域移行可能と思われている

のでしたら、具体的な施策等についてご教示頂きたいと思います。令和8年度の部活一斉

廃止ありきではなく、地域移行にある程度目処が立ってからの地域移行にすべきと考え

ます。

・器械体操は、まず学校に器具がない。時間がかかりすぎるなどで学校での活動は現時

点難しいと思います。
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